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平成20年4月22目
都道府県医師会

　担当理事　殿 　　　　　　　　　　　　　ロすすお日本医師会　　　感璽種匿ヨ

常任理事内 ｬ霧騰
「特定健康診査及び特定保健指導の実施に関する基準第16条第3項の規

定に基づき厚生労働大臣が定める者について」、及びr同基準第17条の
規定に基づき厚生労働大臣が定める特定健康診査及び特定保健指導の実施

に係る施設、運営、記録の保存等に関する基準について」の送付について

時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

　さて、r特定健康診査及び特定保健指導の実施に関する基準の施行について」、及びr特

定健康診査及び特定保健指導の実施に関する基準に基づく関連告示の公布について」の送

付につきましては、平成20年2月6日付（地皿273）をもって貴会宛にお送りさせていた

だきました。

　今般、別添のとおり、平成20年3月31日付で厚生労働省保険局総務課医療費適正化

対策推進室より、都道府県医療構造改革担当部局宛にr特定健康診査及び特定保健指導の

実施に関する基準第16条第3項の規定に基づき厚生労働大臣が定める者について」、及

びr特定健康診査及び特定保健指導の実施に関する基準第17条の規定に基づき厚生労働

大臣が定める特定健康診査及び特定保健指導の実施に係る施設、運営、記録の保存等に関

する基準について」の通知が出されました。併せて、本会に対しましても、周知方依頼が

ありました。

　なお、同基準第16条第3項の規定に基づき厚生労働大臣が定める者とは、保険者に代

わり特定健康診査及び特定保健指導の実施に要した費用の請求の受付、その費用の支払並

びにこれらに附帯する事務を行うことができる者（代行機関：支払基金、国保連合会）で

あります。

　また、同基準第17条の規定に基づき厚生労働大臣が定める特定健康診査及び特定保健

指導の実施に係る施設、運営、記録の保存等に関する基準につきましては、すでに厚生労

働省r標準的な健診・保健指導プログラム（確定版）」に示されている内容であります。

　つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知の上、貴会管下郡市区医師会

への周知方、よろしくご高配のほどお願い申し上げます。

　なお、本通知につきまして目医ホームページに掲載いたしますことを申し添えます。



事　　務

平成20年

連　　絡

3月31目

都道府県医療構造改革担当部局　　御中

厚生労働省保険局総務課

医療費適正化対策推進室

特定健康診査及び特定保健指導の実施に関する基準第16条第3項の規定に基づき

　　　　　　　　　　　厚生労働大臣が定める者について

　厚生労働行政の推進につきましては、平素より格段の御配慮を賜り、厚く御礼申し上げ

ます。

　特定健康診査及び特定保健指導の実施に関する基準第16条第3項の規定に基づき厚生

労働大臣が定める者が平成20年3月31目に公布されましたので送付いたします。

　なお、貴都道府県内の市町村等にも周知が図られるよう、よろしくお願いいたします。
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　　　特定健康診査及び特定保健指導の実施に関する基準第16条第3項の規定に基づき厚生労働大

　　　臣が定める者

　特定健康診査及び特定保健指導の実施に関する基準（平成19年厚生労働省令第157号）第16条第

3項の規定に基づき厚生労働大臣が定める者は、次に掲げる基準を満たすものとする。

1　代行業務の内容に関する基準

　（1）保険者に代わり、特定健康診査（高齢者の医療の確保に関する法律（昭和57年法律第80号。

　　以下「法」という。）第18条第1項に規定する特定健康診査をいう。以下同じ。）及び特定保

　健指導（同項に規定する特定保健指導をいう。以下同じ。）の実施に要レた費用の請求の受付

　及び当該費用の支払に係る業務として、次に掲げる業務の全部又は一部を実施すること。

　　ア　保険者並びに法第28条の規定に基づき保険者から特定健康診査及び特定保健指導（以下r



　特定健康診査等」という。）の実施の委託を受けた者（以下r実施機関」という。）から、

　特定健康診査等に関する記録、特定健康診査等の実施に要した費用の請求等に係る情報その

　他特定健康診査等の実施に要した費用の請求の受付及び当該費用の支払に必要な情報（以下
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
　　r決済情報」という。）の提出を受け、速やかに事務点検（決済情報に基づき、実施機関か

　　ら保険者に対する特定健康診査等の実施に要した費用に係る請求内容及び請求金額の点検を

　行うことをいう。以下同じ。）を行うこと。

イ　事務点検の結果、問題があると判断された決済情報については、その理由を付して実施機

　　関に返戻し、再提出を求めること。

　ウ　事務点検の結果、問題がないと判断された決済情報については、保険者ごとに決済情報を

　　整理及び集約し、保険者に対して当該決済情報を安全かつ速わかに送付すること。

工　特定健康診査等の実施に要した費用を保険者及び実施機関ごとに集約し、保険者及び実施

　　機関に代わり、保険者に対する当該費用の請求及び実施機関に対する当該費用の支払を行うこ

　　と。

　オ　保険者及び実施機関から提出を受けた決済情報を、’特定健康診査等の実施に要した費用の

　　請求及び支払が完了するまでの間、適切に保存及び管理すること。

（2）　（1）に掲げる業務に附帯する業務として、次に掲げる業務を実施することができること。



　　ア　保険者に代わって行う特定健康診査等の実施案内に係る業務

　　イ　実施機関に代わって行う特定健康診査等の実施受付に係る業務

　　ウ　ア及びイに掲げるもののほか、保険者又は実施機関に代わづて行う業務

　（3）保険者と実施機関との問の契約に関する情報その他の（1）及び（2）に掲げる業務（以下r代行

　　業務」という。）の実施に必要な情報は、あらかじめ保険者及び実施機関から授受しておくこ

　　と。

　（4）事務点検の一部を保険者が行う場合には、代行業務を行う者と保険者との間において、役割

　　分担、決済情報の取扱いその他必要な事項をあらかじめ取り決めて行うこと。

2　特定健康診査及び特定保健指導の結果等の情報の取扱いに関する基準

　（1）代行業務を行うに当たっては、法第30条に規定する秘密保持義務を遵守すること。

　（2）個人情報の保護に関する法律（平成15年法律第57号）及びこれに基づくガイドライン等を遵

　　守すること。

　（3）電子情報処理組織（代行業務を行う者が使用する電子計算機（入出力装置を含む。以下同じ

　　。）と保険者が使用する電子計算機及び実施機関が使用する電子計算機とを電気通信回線で接

　　続した電子情報処理組織をいう。以下同じ。）により代行業務を行う場合には、電子情報処理

　　組織の使用に係る安全管理（組織的、物理的、技術的、人的な安全対策等）を徹底すること。



　（4）決済情報を記録した光ディスク又はフレキシブルディスク（以下r光ディスク等」という。

　　）を送付する方法により代行業務を行う場合には、次に掲げる事項を遵守すること。

　　ア　光ディスク等を授受したことが確認できる手段（書留郵便、配達証明郵便等）を用いる’等

　　　、送付中の光ディスク等の安全が確保される手段を用いるよう努めること。

　　イ　送付中の光ディスク等が盗取され、又は紛失した場合に、当該光ディスク等に記録した決

　　　済情報が漏えいしないよう、決済情報の暗号化その他必要な対策を講じること。なお、決済

　　　情報を暗号化する場合には、正しい送付先のみが復元できるような手段を用いること。

　（5）　保険者及び実施機関から提出を受けた決済情報は、読み込む前に必ずコンピュータウィル

　　スに感染していないことを確認すること。　　　・

3　施設、設備等に関する基準

　（1）保険者及び実施機関から提出を受けた決済情報の迅速かっ正確な処理、光ディスク等を送付

　　する方法による代行業務の実施等、代行業務を適切に実施するために必要な施設、設備、人員

　　等を有していること。

　（2）施設、設備等において、決済情報の安全管理（組織的、物理的、技術的、人的な安全対策等

　　）が徹底されていること。

4　運営等に関する基準



（1）保険者の求めに応じ、保険者が代行業務の実施状況を確認する上で必要な資料の提出等を速

　やかに行うこと。

（2）代行業務を適切かつ継続的に実施することができる財務基盤を有すること。

（3）代行業務の一部を再委託する場合には、保険者との契約等において、再委託先についてもこ

　の告示で定める基準に掲げる事項を遵守していることを明示すること。

（4）虚偽又は誇大な広告を行わないこと。

（5）従業員及び会計に関する諸記録を整備すること。

（6）代行業務に関し、事業運営上開示すべき重要事項として次に掲げる事項を記した規程を定め

　、当該規程の概要を、保険者及び実施機関が容易に確認できる方法（ホームページ上での掲載

等）により、幅広く周知すること。

ア　代行業務を行う者の名称及び所在地に関する事項

イ　施設及び設備に関する事項

ウ　情報システムに関する事項

工　運営に関する事項

オ　事務手数料等に関する事項

力　その他事業運営上開示すべき事項
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蹄
鱗
冷
凍
熟
麟
e

　
　
渦
醤
業
漸
増
蔚
開
叫
ぴ
ト
d
醜
燗
舜
蹄
掌
s
満
座
鵡

　
　
酵
醐
杏
菅
π
識
Ψ
“
什
。
　
　
　
　
　
　
　
，

（
㊤
　
冷
識
淋
漆
邸
薗
菖
サ
U
叢
翰
恥
£
∩
渦
誹
叫
餌
“
伴

　
　
萱
場
瞭
，
が
母
誹
蹴
瞬
磁
針
叫
が
μ
氏
。

（
ω
）
へ
衣
索
溝
謬
e
一
袈
嘩
訓
聯
潔
叫
が
繭
ゆ
π
㌶
’
痢

　
　
解
離
氏
S
海
港
嶺
π
苛
ぐ
ソ
パ
♂
訓
騨
談
論
π
略
¢
4

　
　
ぴ
臼
e
串
帥
d
満
目
ぴ
膳
繕
π
巌
q
ぴ
蝿
湿
磁
薩
4

　
　
C
バ
ぐ
ソ
ぴ
μ
伸
盛
温
蔀
叫
ぴ
臼
『
　
　
　
　
　
・

（
轟
）
愚
融
M
舜
墨
汁
舜
斑
玲
嘩
譲
廿
舜
ε
“
伴
。

（
望
　
離
離
畑
瀬
q
ゆ
摯
責
圏
叫
ぴ
蹴
融
囎
嘩
鵬
審
叫
ぴ

　
　
臼
伴
。

　
δ
）
浅
識
継
麟
群
澱
C
’
佃
欝
曝
卜
悪
卯
叫
λ
仰
囲

　
　
燗
鑑
伴
C
バ
野
π
嚇
襲
職
ぴ
餌
飼
嘩
跨
ぐ
葎
曲
譜
摩

　
　
満
斉
雌
琳
灘
繭
e
藁
矧
群
痢
彊
雌
鑓
q
渦
誹
叢

　
　
溜
営
暇
細
π
謝
融
d
鎌
ぴ
廿
蕗
（
銑
ー
ト
》
玉
織
卜

　
　
d
e
厳
欝
嬢
）
δ
聾
整
苗
研
く
画
醤
叫
⑳
臼
F

　
　
刈
　
冷
識
灘
請
盛
鞘
ψ
職
8
曲
事
淘
q
翠
噺
達
δ
圏

　
　
　
叫
び
蝦
蝋

　
　
へ

ω
　
爵
翼
蝉
謙
槻
δ
翻
唾
ぴ
謝
儀

瓜
　
閥
腺
婿
育
溜
叫
ぴ
蹴
嶺

冴斗卜1脅

誹
蝿
滴
q
離
臨
雪
囲
叫
が
爆
畑

蕗
鑑
で
N
Ψ
卜
δ
溜
叫
ぴ
蟹
畑

磁
曝
育
圏
叫
崩
蝸
温

偶
誤
朝
鮮
重
輯
鳶
国
画
伽
偲
蝋

串
3
面
斜
懸
幽
瞬
卜
醒
帥
叫
λ
磯
囁
畑

明
泊
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

嬉
三
種
郵
便
物
認
可

、　」＝
O
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
八
十
号

　
予
防
接
種
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
百
九
十

七
号
〉
第
十
条
第
｝
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
予
防
接
種
法

施
行
令
第
十
条
第
一
項
の
医
療
に
要
し
た
費
用
の
額
の
算

定
方
法
（
昭
和
五
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
百
三
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら

’
適
用
す
る
。
　
　
　
　
●

　
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
第
二
章
第
一
号
中
【
老
人
保
健
法
施
行
令
●
（
昭
和
五
十

七
年
政
令
第
二
百
九
十
三
号
ご
を
「
高
齢
者
の
医
療
の
確

保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三
百
十

八
号
ご
に
、
「
老
人
保
健
の
医
療
」
を
「
後
期
高
齢
者
医
療

の
療
養
の
給
付
」
に
改
め
る
。

○
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
八
十
鱒
号
・

　
．
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
四
十
一

条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省

告
示
第
百
二
十
三
号
（
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患

者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
四
十
一
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
診
療
報
酬
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、

平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
・
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
d

　
第
一
号
中
「
老
人
保
健
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
七
年
政

令
第
二
百
九
十
三
号
ご
を
「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関

す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三
百
十
八
号
ご

に
、
「
老
人
保
健
の
」
を
「
後
期
高
齢
者
医
療
の
』
に
改
め

る
。○
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
八
十
二
号

　
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
（
平

成
六
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法

律
指
定
医
療
機
関
医
療
担
当
規
程
（
平
成
七
年
厚
生
省
告

示
第
百
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平

成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
第
九
桑
中
「
第
四
十
四
条
ノ
四
第
一
項
」
を
「
第
八
十

八
条
第
一
項
」
に
，
「
第
七
条
第
八
項
」
を
「
第
八
条
第
四

項
』
に
、
「
老
人
保
健
」
を
「
後
期
高
齢
者
医
療
」
に
改
め

．
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
八
十
三
号

　
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
（
平

成
六
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法

律
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
診
療
方
針
及
び
診
療

報
酬
（
平
成
七
年
厚
生
省
告
示
第
百
二
十
五
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
適

用
す
る
。

　
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
　
　
　
　
　
き

　
　
　
　
　
　
．
　
，

　
第
一
号
中
「
老
入
保
健
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
七
年
政

令
第
二
百
九
十
三
号
ご
を
「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関

す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三
百
十
八
号
ご

に
、
「
老
人
保
健
の
診
療
方
針
」
を
「
後
期
高
齢
者
医
療
の

診
療
方
針
」
に
改
め
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
第
二
号
中
「
老
人
保
健
」
を
「
後
期
高
齢
者
医
療
」
に

改
め
る
。

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
八
十
四
号

　
地
域
保
健
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
策
百
一
号
）
第
四

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
保
健
対
策
の
推
進
に

関
す
る
基
本
前
な
指
針
（
平
成
六
年
厚
生
省
告
示
第
三
百

七
十
四
号
y
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
で
、
同

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
し
、
平
成
二
十
年
四
月
一

日
か
ら
適
用
す
る
。
・

　
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
第
一
の
五
中
「
老
人
保
健
」
を
「
高
齢
者
』
に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

　
第
二
の
一
の
2
の
0
の
ω
の
ア
中
「
老
人
保
健
」
を
「
健

康
増
進
、
特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保
健
指
導
』
に
改
め
、

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
八
十
六
号

、

同
⑧
の
ア
中
「
老
人
保
健
福
祉
計
画
」
を
「
が
ん
対
策
推

進
計
画
、
健
康
増
進
計
画
、
老
人
福
祉
計
画
」
に
改
め
る
，

　
第
二
の
二
の
2
の
㈲
中
『
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
施

設
」
を
「
精
神
障
害
者
の
障
害
者
支
援
施
設
」
に
、
「
精
神

障
害
者
社
会
復
帰
施
設
」
を
「
障
害
者
支
援
施
設
」
に
改

め
る
。

　
第
五
の
四
の
1
及
び
第
六
の
一
の
2
中
「
老
人
保
健
事
．

業
」
を
「
健
康
増
進
事
業
」
に
改
め
る
。

Q
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
八
十
五
号

　
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関

す
る
基
準
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
十
九
号
）
の
規

定
に
基
づ
き
、
．
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
等
（
平
成
十

二
年
厚
生
省
告
示
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
し
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
．
　
・
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

．
第
四
号
中
「
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
九
十
二

号
」
を
、
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
十
九
号
」

に
改
め
る
。

心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
書
行
為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第

百
十
号
）
第
八
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
書
行
為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及

び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
第
八
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
医
療
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法
（
平
成
十
七
年

厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
㌦
舛
添
　
要
一

　
別
表
の
第
1
章
第
2
節
の
イ
中
「
器
8
諭
」
を
β
謡
O
斯
」
に
改
め
る
。

　
別
表
の
第
1
章
第
2
節
の
ロ
中
「
戯
、
9
。
斯
」
を
電
翫
O
斯
」
に
改
め
る
。

　
別
表
の
第
1
章
第
2
節
の
ハ
中
蚕
9
0
期
し
を
β
窃
φ
斯
」
に
改
め
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
別
表
の
第
2
章
通
則
の
3
の
ロ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
，

　
　
　
ロ
　
ヘ
蛇
革
e
莇
ゆ

　
灘
湿
e
緬
⑳

｛
一
）
ω
O
》
輝
卜
e
麟
⑳

｛豊

ﾖ
。
導
兼
藩
D
繭
ゆ

　
騨
熱
烈
S
離
ゆ

｛
ご
　
ω
O
導
虹
卜
e
繭
ゆ

㊥
　
o
o
O
導
藷
謡
e
蔀
ゆ

一N

ω
8
勢

ω
ω
O
新

ω
8
歎

ω
㎝
O
斯

別
表
の
第
2
章
通
則
中
n
を
1
2
と
し
、
1
0
を
1
1
と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

別
表
の
第
2
章
通
則
の
9
中
「
㎝
8
～
a
を
♂
胡
海
」
に
改
め
る
。

別
表
の
第
2
章
通
則
中
9
を
⑳
と
し
、
8
を
9
と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

別
表
の
第
2
章
通
則
の
7
の
注
3
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
．

　
　
薄
恥
　
風
潮
翻
満
誘
書
摯
斗
へ
7
・
貸
圃
嘩
覇
満
ぐ
洋
前
壁
聾
’
園
勘
罰
髄
議
書
摯
Ψ
田
ー
プ
・
黛
メ
協
凱

　
　
　
．
謡
彊
叢
書
摯
虫
へ
．
守
ヨ
騨
q
風
潮
翻
嫡
錯
書
摯
虫
へ
・
斗
へ
7
・
寺
判
舜
鞍
紐
ぐ
舜
ぐ
ノ
。

別
表
の
第
2
章
通
則
中
7
を
8
と
す
る
。

別
表
の
第
2
章
通
則
の
β
の
注
3
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　
酵
心
　
園
期
謡
櫛
講
書
鼬
虫
へ
・
守
圃
嘩
鞍
済
C
滞
納
ゆ
幹
回
疑
翻
繊
誰
書
訟
㌣
田
一
7
・
守
N
園
潮
醐

　
　
　
　
聴
講
婁
訟
斗
へ
γ
・
寸
刈
周
儀
園
期
翻
幽
諮
蓄
摯
虫
へ
・
斗
へ
γ
・
・
守
ヨ
㌶
鞍
祷
C
発
つ
。
’
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ん



事　　務

平成20年

連　　絡

3月31日

都道府県医療構造改革担当部局　　御中

厚生労働省保険局総務課

医療費適正化対策推進室

　特定健康診査及び特定保健指導の実施に関する基準第17条の規定に基づき

厚生労働大臣が定める特定健康診査及び特定保健指導の実施に係る施設、運営、

　　　　　　　　　　記録の保存等に関する基準について

　厚生労働行政の推進につきましては、平素より格段の御配慮を賜り、厚く御礼申し上げ

ます。

　特定健康診査及び特定保健指導の実施に関する基準第17条の規定に基づき厚生労働大

臣が定める特定健康診査及び特定保健指導の実施に係る施設、運営、記録の保存等に関す

る基準が平成20年3月31目に公布されましたので送付いたします。

　なお、貴都道府県内の市町村等にも周知が図られるよう、よろしくお願いいたします。



○回1釧甚R亜知釦脂訟睡巨1十11且P

　糞便越懸船掴肖る典製嘆越顯癬e蝋偲思趣やゆ期糾（併餐十報母瞳釧凍駆細奪滋佃国十」ρ申）舐十ボ
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幽斜脚瓢e桶・6厚賀禽1併罎11十母国1〔11n長患姻映トゆ0穏虞！甘怪11十■世川四川十1皿悩駒e

謹楚〆甑N　e　H　C◎肖る9仔r又は管理栄養士」幻慮ゆe楚r、管理栄養士又は保健指導に関する一

定の実務の経験を有する看護師」幻！甑㎝eHeε肖る§丑r保健師、管理栄養士」潟蒋ゆe楚r保

健師、管理栄養士、保健指導に関する一定の実務の経験を有する看護師」刃やゆ。

　　甘経口十母川四日十く皿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瞳釧獄嘩十く田　慧難　臨1

　　　特定健康診査及び特定保健指導の実施に関する基準第17条の規定に葦づき厚生労働大臣が定め

　　　る特定健康診査及び特定保健指導の実施に係る施設、運営、記録の保存等に関する基準

　特定健康診査及び特定保健指導の実施に関する基準（平成19年厚生労働省令第157号。以下「実施’

基準」という。）第17条の規定に基づき厚生労働大臣が定める特定健康診査及び特定保健指導の実施

に係る施設、運営、記録の保存等に関する基準は、特定健康診査（高齢者の医療の確保に関する法律

（昭和57年法律第80号。以下r法」という。）第18条第1項に規定する特定健康診査をいう。● ﾈ下同



じ。）の実施については、第1に掲げる基準とし、特定保健指導（同項に規定する特定保健指導をい

う。以下同じ。）の実施については、第2に掲げる基準とする。

第1　特定健康診査の実施に係る施設、運営、記録の保存等に関する基準

　1　人員に関する基準

　　（1）特定健康診査を適切に実施するために必要な医師、看護師等が質的及び量的に確保されてい

　　　ること。

　　（2）常勤の管理者（特定健康診査を実施する施設において、特定健康診査に係る業務に付随する

　　　事務の管理を行う者をいう。以下この（2）において同じ。）が置かれていること。’ただし、事

　　　務の管理上支障がない場合は、当該常勤の管理者は、特定健康診査を実施する施設の他の職務

　　　に従事し、又は同一の敷地内にある他の事業所、施設等における職務に従事することができる

　　　ものとする。

　2　施設、設備等に関する基準

　　（1）特定健康診査を適切に実施するために必要な施設及び設備等を有しているこ■と。

　　（2）検査や診察を行う際に、受診者のプライバシーが十分に保護される施設及び設備等が確保さ

　　　れてい．ること。

　　（3）救急時における応急処置のための体制が整っていること。



　（4〉健康増進法（平成14年法律第103号）第25条に規定する受動喫煙の防止措置が講じられてい

　　ること。

3　精度管理に関する基準

　（1）特定健康診査の項目について内部精度管理（特定健康診査を行う者が自ら行う精度管理（特

　　定健康診査の精度を適正に保つことをいう。以下同じ。）をいう。）が定期的に行われ、検査

　　値の精度が保証されていること。

　（2）外部精度管理（特定健康診査を行う者以外の者が行う精度管理をいう．）を定期的に受け、

　　検査値の精度が保証されていること。

　（3）特定健康診査の精度管理上の問題点があった場合に、適切な対応策が講じられるよう必要な

　　体制が整備されていること。

　（4）実施基準第1条第1項各号に掲げる項目のうち、検査の全部又は一部を外部に委託する場合

　　には、委託を受けた事業者において（1）から（3）までの措置が講じられるよう適切な管理を行う

　　こと。　　　　　　　　　　’

4　特定健康診査の結果等の情報の取扱いに関する基準

　（1）特定健康診査に関する記録を電磁的方法（電子的方式、磁気的方式その他人の知覚によって

　　は認識することができない方式をいう。以下同じ。）により作成すること。



　（2）特定健康診査の結果の受診者への通知に関しては、当該受診者における特定健康診査の結果

　　の経年管理に資する形式により行われるようにすること。

　（3）特定健康診査に関する記録の保存及び管理が適切になされていること．

　（4）法第30条に規定する秘密保持義務を遵守すること。

　（5）個人情報の保護に関する法律（平成15年法律第57号）及びこれに基づくガイドライン等を遵

　　守すること。

　（6）特定健康診査の結果を保存する場合には、医療情報の安全管理（組織的、物理的、技術的、

　　人的な安全対策等）を徹底すること。

　（7）特定健康診査の結果の分析等を行うため、特定健康診査の結果に係る情報を外部に提供する

　　場合には、分析等に当たり必要とされる情報の範囲に限って提供するとともに、提供に当たっ

　　ては、個人情報のマスキングや個人が特定できない番号の付与等により、当該個人情報を匿名

　　化すること。

5　運営等に関する基準

　（1）特定健康診査の受診が容易になるよう、土日若しくは祝日又は夜間に特定健康診査を実施す

　　るなど、受診者の利便性に配慮し、特定健康診査の受診率を上げるよう取り組むこと。

　（2）特定健康診査の実施者に必要な研修を定期的に行うこと等により、当該実施者の資質の向上



　に努めること。

（3）特定健康診査を適切かつ継続的に実施することができる財務基盤を有すること。

（4）業務の一部を委託する場合には、委託先との契約に、この告示で定める基準に掲げる事項を

遵守することを明記すること。

（5）運営についての重要事項として次に掲げる事項を記した規程を定め、当該規程の概要を、特

　定健康診査の受診者が容易に確認できる方法（ホームページ上での掲載等）により、幅広く周

知すること。

ア
イ
ウ
エ
オ
カ
キ

事業の目的及び運営の方針

従業者の職種、員数及び職務の内容

特定健康診査の実施目及び実施時間

特定健康診査の内容及び価格その他の費用の額

事業の実施地域

緊急時における対応

その他運営に関する重要事項

（6）特定健康診査の実施者に身分を証する書類を携行させ、特定健康診査の受診者等から求めら

れたときは、これを提示すること。



　　（7）特定健康診査の実施者の清潔の保持及び健康状態について必要な管理を行うとともに、特定

　　　健康診査を行う施設の設備及び備品等について衛生的な管理を行うこと。

　　（8）虚偽又は誇大な広告を行わないこと。

　　（9プ特定健康診査の受診者等からの苦情に迅速かつ適切に対応するため1と、苦情を受け付けるた

　　　めの窓口を設置する等の必要な措置を講じるとともに、苦情を受け付けた場合には、当該苦情

　　　の内容等を記録すること。

　　（10）従業者及び会計に関する諸記録を整備すること。　　　．　　　　’

第2　特定保健指導の実施に係る施設、運営、記録の保存等に関する基準

　1　人員に関する基準

　　（1）特定保健指導の業務を統括する者（特定保健指導を実施する施設において、動機付け支援（

　　　実施基準第7条第1項に規定する動機付け支援をいう。以下同じ。）及び積極的支援（実施基

　　　準第8条第1項に規定する積極的支援をいう。以下同じ。）の実施その他の特定保健指導に係

　　　る業務全般を統括管理する者をいい、以下r統括者」という。）が、常勤の医師、保健師又は

　　　管理栄養士であること。

　　（2）’常勤の管理者（特定保健指導を実施する施設において、特定保健指導に係る業務に付随する

　　　事務の管理を行う者をいう。以下この（2）において同じ。）が置かれていること。ただし、事



　務の管理上支障がない場合は、当該常勤の管理者は、特定保健指導を行う施設の他の職務に従

　幸し、又は同一の敷地内にある他の事業所、施設等における職務に従事することができるもの

　とする。

（3）動機付け支援又は積極的支援におや、て・初叩の面接・特定保健指導の対象者の行動目標及び

　行動計画の作成並びに当該行動計画の実績評価（行動計画の策定の日から6月以上経過後に行
　　　　　　　t
　う評価をいう。）を行う者は、医師、保健師又は管理栄養士であること。

（4）積極的支援において、積極的支援対象者（実施基準第8条第2項に規定する積極的支援対象

者をいう。以下同じ。）ごとに、特定保健指導支援計画の実施（特定保健指導の対象者の特定

保健指導支援計画の作成、特定保健指導の対象者の生活習慣や行動の変化の状況の把握及びそ

　の評価、当該評価に基づいた特定保健指導支援計画の変更等を行うことをいう。）について統

　括的な責任を持つ医師、保健師又は管理栄養士が決められていること。

（5）動機付け支援又は積極的支援のプログラムのうち、動機付け支援対象者（実施基準第7条第

　2項に規定する動機付け支援対象者をいう。以下同じ。）又は積極的支援対象者に対する食生

　活に関する実践的指導は、医師、保健師、管理栄養士又は特定健康診査及び特定保健指導の実

施に関する基準第7条第1項第2号及び第8条第1項第2号の規定に基づき厚生労働大臣が定

　める食生活の改善指導又は運動指導に関する専門的知識及び技術を有すると認められる者（平



成20年厚生労働省告示第10号。以下r実践的指導実施者基準」という。）第1に規定する食生

　活の改善指導に関する専門的知識及び技術を有すると認められる者により提供されること。ま

　た・食生活に関する実践的指導を自ら提供する場合には、管理栄養士その他の食生活の改善指

　導に関する専門的知識及び技術を有すると認められる者を必要数確保していることが望ましい

　こと。　　　、　　　　　　　．

（6）動機付け支援又は積極的支援のプログラムのうち、動機付け支援対象者又は積極的支援対象

者に対する運動に関する実践的指導は、医師、保健師、管理栄養士又は実践的指導実施者基準

第2に規定する運動指導に関する専門的知識及び技術を有すると認められる者により提供され

　ること。また、運動に関する実践的指導を自ら提供する場合には、運動指導に関する専門的知

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ識及び技術を有すると認められる者を必要数確保していることが望ましいこと。

（7）動機付け支援又は積極的支援のプログラムの内容1こ応じて、事業の委託先や他の健康増進施

　設等と必要な連携を図ること。

（8）特定保健指導実施者（実施基準第7条第1項第2号の規定に基づき、動機付け支援対象者に

　対し・生活習慣の改善のための取組に係る動機付けに関する支援を行う者又は実施基準第8条

第1項第2号の規定に基づき、積極的束援対象者に対し、生活習慣の改善のための取組に資す

　る働きかけを相当な期間継続して行う者をいう。以下同じ。）は、国、地方公共団体、保険者



　　、日本医師会、日本看護協会、日本栄養士会等が実施する一定の研修を修了していることが望

　　ましいこと。

　（9）特定保健指導の対象者が治療中の場合には、（4）に規定する統括的な責任を持つ者が必要に

　　応じて当該対象者の主治医と連携を図ること9

2　施設、設備等に関する基準

　（1）特定保健指導を適切に実施するために必要な施設及び設備等を有していること。

．（2）個別支援を行う際に、対象者のプライバシーが十分に保護される施設及び設備等が確保され

　　ていること。

　（3）運動に関する実践的指導を行う場合には、救急時における応急処置のための体制が整ってい

　　ること。

　（4）健康増進法第25条に規定する受動喫煙の防止措置が講じられていること。

3　特定保健指導の内容に関する基準

　（1）特定健康診査及び特定保健指導の実施に関する基準第7条第1項及び第8条第1項の規定に

　　基づき厚生労働大臣が定める特定保健指導の実施方法（平成20年厚生労働省告示第9号）に準

　　拠したものであり、科学的根拠に基づくとともに、特定保健指導の対象者の特性並びに地域及

　　び職域の特性を考慮したものであること。



（2）最新の知見及び情報に基づいた支援のための材料、学習教材等を用いるよう取り組むこと．

　（3）個別支援を行う場合は・特定保健指導の対象者のプライバシーが十分に保護される場所で行

　　われること。

　（4）特定保健指導を実施する年度中に、特定保健指導を行った対象者から当該特定保健指導の内

　　容について相談があった場合は、相談に塔じること。

　（5）特定保健指導の対象者のうち特定保健指導を受けなかった者又は特定保健指導を中断した者

　　に対しては・特定保健指導の対象者本人の意思に基づいた適切かつ積極的な対応を図ること。

4　特定保健指導の記録等の情報の取扱いに関する基準

　（1）特定保健指導に関する記録を電磁的方法により作成すること。

　（2）特定保健指導に用いた詳細な質問票、アセスメント、具体的な指導の内容、フォローの状況

　　等を保存する場合には、これらを適切に保存し、管理すること。　　’

　（3）法第30条に規定する秘密保持義務を遵守すること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（4）個人情報の保護に関する法律及びこれに基づくガイドライン等を遵守すること。

　（5）特定保健指導の結果を保存する場合には、医療情報の安全管理（組織的、物理的、技術的、

　　人的な安全対策等）を徹底すること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　（6）インターネットを利用した支援を行う場合には、医療情報の安全管理（組織的、物理的、技



術的・人的な安全対策等）を徹底し、一次に掲げる措置等を講じることにより、外部への情報漏
えい

洩・不正アクセス、コンピュータ・ウイルスの侵入等を防止すること。

ア　秘匿性の確保のための適切な暗号化、通信の起点及び終点の識別のための認証並びにリモ

　ートログイン制限機能により安全管理を行うこと。

イ　インターネット上で特定保健指導の対象者が入手できる情報の性質に応じて、パスワード

・を複数設けること（例えば、特定健康診査の結果（労働安全衛生法（昭和47年法律第57号）

　その他の法令に基づき行われる特定健康診査に相当する健康診断を含む。以下この（6）にお

　いて同じ。）のデータを含まないページにアクセスする場合には英数字のパスワードとし、

　特定健康診李の結果のデータを含むページにアクセスする場合には本人にしか知り得ない質

　問形式のパスワードとすること等）。

ウ　インターネット上で特定健康診査の結果のデータを入手できるサービスを受けることにつ

　いては、必ず本人の同意を得ること。

工　本人の同意を得られない場合における特定鯉康診査の結果のデータは、インターネット上

　で特定健康診査の結果のデータを入手できるサービスを受ける者の特定健康診査の結果のデ

　一夕とは別の場所に保存することとし、外部から物理的にアクセスできないようにすること

O



（7）特定保健指導の結果の分析等を行うため、特定保健指導の結果に係る情報を外部に提供する

　　場合には、分析等に当たり必要とされる情報の範囲に限って提供するとともに、提供に当たっ

　　ては、個人情報のマスキングや個人が特定できない番号の付与等により、当該個人情報を匿名

　　化すること。

5　運営等に関する基準

　（1）特定保健指導の利用が容易になるよう、土目若しくは祝．目又は夜間に特定保健指導を実施す

　　るなど、利用者の利便性に配慮し、特定保健指導の実施率を上げるよう取り組むこと。

　（2）特定保健指導を行う際に、商品等の勧誘、販売等を行わないこと。また、特定保健指導を行

　　う地位を利用した不当な推奨、販売（商品等を特定保健指導の対象者の誤解を招く方法で勧め

　　ること等）等を行わないこと。

　（3）特定保健指導実施者に必要な研修を定期的に行うこと等により、当該実施者の資質の向上に

　　努めること。

　（4）特定保健指導を適切かつ継続的に実施することができる財務基盤を有すること。

　（5）業務の一部を委託する場合には、委託先との契約に、この告示で定める基準に掲げる事項を

　　遵守することを明記すること。

　（6）運営についズの重要事項として次に掲げる事項を記した規程を定め、・当該規程め概要を、特



定保健指導の利用者が容易に確認できる方法（ホームページ上での掲載等）により、幅広く周

知すること。

ア　事業の目的及び運営の方針

イ　統括者の氏名及び職種

ウ・従業者の職種、員数及び職務の内容

工　特定保健指導の実施目及び実施時間

オ　特定保健指導の内容及び価格その他の費用の額

力　事業の実施地域

キ　緊急時における対応

ク　その他運営に関する重要事項

（7）特定保健指導実施者に身分を証する書類を携行させ、特定保健指導の利用者等から求められ

　たときは、．これを提示すること。

（8）特定保健指導実施者の清潔の保持及び健康状態について必要な管理を行うとともに、特定保

　健指導を行う施設の設備及び備品等にづいて衛生的な管理を行うこと。

（9）虚偽又は誇大な広告を行わないこと。

（10）特定保健指導の利用者等からの苦情に迅速かっ適切に対応するために、苦情を受け付ける



　ための窓口を設置する等の必要な措置を講じるとともに、苦情を受け付けた場合には、当該苦

　情の内容等を記録すること。

（11）従業者及び会計に関する諸記録を整備すること。
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箪　贈総和刃荘2憾鰹廼姻郭如区ゆ刃議」づP想’

　　迷櫃怪ぐ闘牡e栄富傘督紫想（、：3トノダ霞辰いゆ

　　枯心慰愛♪Q月潟。

　璽　笹這・‡きe枢騒eドぜ碧掻e留送翠認雛刈

　　e田聖書温麺酬寒樹図9’壊隣麺鰹｛越ミ喧Φ＃
　　ゆ結｝c・駅舎ゆ｝）識」“

　　　猷｛く判　贈綴和製蒙恒ゆ似鯉

　匹佃志想魯急ゆ騨榔マe枢鞘翅’迷初刊帥e

蝋馨P槍9‘ ¥e融£摯細細灸」姻・撫ト」似鞘e

部郵楚’導）糊蹴麺ρep掩ひQ◆瞳蕎湿盗楚’お斜

掛（鯉颪）艮、融u諾ト’3ゆ超県ぜ申e騨如娼
灸＾y蝋梅懲9K極値贈ト紬ρ（遮鞭拠想獣偏細

緻鰭離6碧督e小鬟皿ト’騒選イe似鯉想（、ニトノ’謹

収巨e翅鞘如区9麺簑・ゴ．呉e綿罫製舳繭一》ト〆

譲璋塩想爵9紫鋤」へ策孫£心心QO　　．

一　迷権盛建碑公ゆ賭鰹細想蒙始ゆ双翼e棚賛．

　工　串二uイpe曜湘e碇相知や鍾⇒’円r勘pe軍

　　翠姻細螺赫ゆJ刃。

E肇幣恥対対ρゾ1椥’ρe弩蝋e・穂首・蝋（

　　拠恒ゆ｝J刃◎

　箪　贈櫃上～認恒ゆ最継命媚慧…麺勾e蛭菊皿」He縛

　　£摯ダ踊一勾ρe熱田進癌想他揮仏事灘累層
　　なUノ嘩藷配碇e昨摯如朝食赫トJ邸◎

　包　1一く1くe送鰹恥e環霜即讐％・、ぐト答」ゆ

　　」」転語椥e巌毅D喫露迷想田懸のト〆肇羅椥

　　e熱海載e痙→想瓶や㊨紹，負’壌豚想似覇飼．

　　トQ｝JAJ。

　E　ト櫃ト麟想霊跡ゆ紹瀬命尽腱想湘ぷ～oトノ

　　ぜ蟻舗和e脈斑周知蝋公蟹膏理回e鯉緊
　　麩迷知期穀ぜ曙綴撫1・く1＜e田口爆裂如
　　勘割勘ゆトjAJ。

区画・潟ρe露霜雄跳出麺：3謎9足魯鋳・’贈

　　鰹撫翻r袖pe、1“ヤ…く’、r（∋迷秘’最9寒

　　嫌霞e建懐齪ミ』畑魁痴ト川。
至親督eホ櫓ト・似鞭趣悟ゆ蟹隠釦駆騨駐想
　　鍵震飼ゆ刀刃ρ上z’トト瓶ト叡騨遅駆飼ゆ翼蟹

　　e認暖運毬’日量欝刃e遡轄戴5望栽如区ゆ
　　”へ，。

N　贈悔碇惹く疑⇒P二圃ト勾ゆe迷麗即製蒙輌

　ゆ叔踏

コ〕迷松霞岳く霞ゆト・二割椥ρe艇鰹即製鞍

　　極細似鞘楚ノトト勾づpe嚇卿e髄麺駆例e

　　邪ノトト勾ρe週景趣e鞍連舞罷傘詩癖匠

　　型深傘璽弾くkぐ曄に綿麺勘挙々麺蝋紅樹壇
　　眼識）い9、ト」へ1。

・E　牽鰹㌍想設⇒’迷櫃碇星碑公ゆトト淘イpe肇

　串幽田々e迷権e頽国費笥」細紐訴⇒’懸盤湘

　弔e鐸回騨墨細区ゆ蝿5い獣倉ゆ」刈。

箪　贈他益想伶3ト〆嘩鰹榔e県怖幻聴碇ト’e

　櫃：樹齢如枢覇赫ゆ毅想’蝦華e転意灰2ξミ吠ト〆

　・蝋梅壇逗e製噌さξ皿’燃種e贈権’娯製・

　燦瓢虫想蒙赫ゆ転櫓麺勾愚振興転枇細螺潔h

　ゆ弊⑳足短’選樫撫e冬黙雄固輝や痴邸A坤

　ぜ小弓ゆe撃親鳥勤澗切起ゆ州心獣倉ゆ｝」

　6u。

亘　トト勾ρ想豊即傘畿鍛」→e継齪簑醸㊧尽ゆ騨

　く曜楚’椙駐箕命題騨誕刃廻黙然る倒ミ掴

　　図9いn’嘩総和i2蕊赫ゆ理簾e楓鞘如しい

　　植f、獣倉ゆトJ潟。

E　選樫細見に聖職雑馳嶺峡Φ艦ゆ鰹くa起慧’

　　選鼎湘e懸翻瓦～懐。トノ塵震e枢鞘網ゆ6州・f、

　　獣奮ゆJAJ。

塞難羅即製降壇厨柔蝋梅㌫簑潔癖嘉節蝉〈ロ想

　　楚’掲載＃亭躍麗麗刃遡黙」蹴贈樫禦翻

　　鞍蛋碧繋遇i藍蝋や憾獄幅“麺塾」製5廼蒙遵知

　　区ゆJ」」。描艦ご拠津築齪姶罵ゆ聡くロよ」楚’

　　烟塵灸足櫃ぼ算Pく楚虫翻騨経膜想喫和⇒ゆ蜘

　　爲麺蒙誓細図ゆ測。　　　　●　　’

oo　碧督よ24♀毎レQ儲匡ト’似魑

工断笹覆慧製剤翠津斑黙91→一く懸ellle黙

　　製想糊い如’申eいら懸念想釈謹：簑麺二匪9

　　想綿5ト〆翼翼e鯨聾華湘溢懸髄懲e赴婆溢

　　姻聖棚ぐ尽想鰻』o柚い誕憩郵e牽縦㌍締

　　起案恒酬一掴ト・襯脚醐密起にい妬い潔奄

　　ゆ｝」刃“

　　卜薯餐eトト叫」e塾1・りρト’e馨轟

　　　ε　N・櫃トノ悩魁ぐe迷佃握i毯避e匿驚（瑠

　　　　軽離6謎選e麩欝彙鐘蜘噂〉
　　　ε　呼・潅ト’期匹～遜勧｝碑……謳｛ト路盤e艦：翼

　　　葦　小櫃トノ嫌慢e撤退e螺Q理趣隠る撤退

　　　　e螺製

　　　・E…輯e串傘ト」枢黙想誕価ゆ聖騨e鯉蓮

　　ヤ　建～嚇正

　E笹身起e似覇寒寒ト〆署餐e膣懸誕国
章帥刃e樫駆密離郷凶6憩尽如区ゆ刀刃ρ

ぜトト糎トノ枢翼超越農ゆ碧餐eく其e鰹密
廼漿眠細図⑱枯“黙念ゆ、」轟」。’

　箪　薯賢e繍迷謬虫翻ぐe蒙連捷』♂鯉餐e玲

　　勾ρ樹心vゆ鵜麗麗上2蒙」同継鰹蝦翻菱蟹

　　睾餐頸捲くK酒勾逼難越窓畿』」型署鋸・R⇒ト2

　　爵O謙静静f、獣癒ゆJ刈。

　　　臓ギ購　饗i岨e獺鼠1匡→

　蕪1掴・（鯉厳）灸。癌糾（迷鰹湘起電輌ゆ似魑）

梶P21終切嘉承櫛邸個灘櫛ぺ嘩櫓：墜楚’鼠e嬉

二迷糎如曝監赫ゆ毅分’繋虻払’1くトくe響甑－

μい‘トノe瑠酬置網曝る響町姻葦e躰臣：攣e痙一

如図ゆ櫓h獣含麺勾艦影廻心麺：3。

H　警嘔e蝋画痩→想誕恒ゆ堀終電蹄思

・響甑e綴醤但馴想匪⇒トノ慧’気e怖賦想翻額

　ρト密9謙和紹，貸獣想麺勾罵型麺顧麺二。

　工　トト塾」づpe畷欄e碇霜剣魏腫ゆ’＜理想暇毬i

　　山農嘩悔如にい喫傘想楚＾饗皿トく1くe螺

　　國盟’＜麗翠鶉旨趣送梅霞饗収刃⇒ト」e響諮

　　齢6叡山e劇墜“」・四悪簑欄圏」」魚QトJA∫。

　o　嘩瓶霞細越e鰻掴e蟹e廼：覗細図ゆ翼倉’

　　響町1くトく築’嘩糎蝋鰹命電撃麺勾如期⇒

　　ド迷湘e醐£蝉廼勘知糎萄ゆ」OAJρ逗♪贈瓶

　　蝋鰹争奪悔e起仲2寵争ゆ響甑e‡K鰻剛臆轡一

　　図虹趨督超如盗心ト’3Vり刃◎

　箪響嘔匝・He撃黙認単刀崩P想’欝血心下柳

　　善）終る響岬」迷整椥刃e製懸麗迷細楽握⇒トぞ

　　　　　　　　　　　ぬま　　二〉壬トドノ聾想皿四達凝2嶽倉’擁る傘髄懸

　　如薫Oトノ嘩侮想罰ぷ～ゆトJAJσ

○酬駅逓細禍終甑睡圃十“魔

N　曇謎蝋e瓶灘
　　翼縦哨惣’迷にe餌肖る響町e螺麟e｛互暇e

　翼偲’郵e擁・思想融鞭極ゆゆuρ想’壊臨饗認

　螺e澤嘩想獣≦｝麺公罵寒麺’ゆ麺二3。

　工　潔縦剛楚嘩紅霞e駆翻ρ翠く整盆親製出細細

　鷺価⑩堤愛息’無くド導櫛観舶心’曝植怪細鱗

　　9鞄v謁く騰螂縛神即溜櫛ぜ申e緋ζ華帥
　　e・国司慰撫濾粛｝」刃D　　　　’　・

E　撫団冊（曝糎e描画凶6誌埠）eNe工（贈
　　掴引轡e皿旧謄躍）照覧：E（嘩瓶霞台価旧識

　　璋［）欝細蟹軸、ぐ響嘱喚嘩紅霞e麗齪想（、二

　　P唄（興圃髄如駆分’趙R⊇ト’溶湘2獣倉遍トJ

　」」築P舳。葦嘉如畿ゆ」刃。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　E　響断離6迷恒懲e謎躍如認拐畷承～送梅霞E

　　墳e忘巡如赴機密’売国盈以蝋翼恒ゆ対対ρ
　　　　　　　　　　りく　　製’響賦e皿旧毒懸想釈勧ゆ騒爵命尽醜上獣

　　分Q｝J幻。　’

oo饗嘔e凄遜辞
　工　響画く楚トト：崩pe贈櫃怒る購鰹湘想蒙赫ゆ

　　墜権遅駆郵ゆ史鱒簑掴魯蟻ヒ緯罫ゆ線負91．

　　・皿口器卓2襯℃v麗麗鱗細蟹櫛やぐ嘩佃櫃起

　　武e忘趣誹如璽つトノ豫邸麺最韻齢6撚睾e
　　趣鰹灘露離6逗唄想拳常費む虞麺麺忠麺：3。

　匝謹甑1・くトく築黙圃如哉い》粗篭憩起掛矯

　　jJAjづPぜ摯e響曜命要録e歴1騨認麺旬’

　　擾々麺く傘蝉刃e遜£ge昏や無想齢～6く口承

　　眠翼如翻督⇒トぢvト」対想起9’迷撫養e㌍

　　摯翠如圏“トノニv》」刃煢煢愈愈届ゆ。

謹製型選紬掴離6聾製迷型㌍矯e蝋緩2腿仏ゆ鞭譜（評鰹＋ぺ母魅州類脚〈F蕪画図十ギ⑩舐十・

ギ畷e職喫糊℃如’謹製製懸論桝離6難製贈製聖擁9蝋翼想遜赫ゆ欄掛蕪＋ギ駅e黙製想糊軸凝

娼数割く囲叢製倉遍薫製型懸樋掴然る婁製贈鯉聖樽e獣翼想攣⑬選謬賊魁需鰭e嘩世尊茎～駆静ゆ

糊糾如郵e静い想製ダB櫃11十母9【町田灸の照照価即◎麺算蒔怪1．1十旧聞1殴川十1皿粥㌣e
匝竺蕪C“e－e童離59昼「又は管理栄養士」刃捻ゆe慧r、．管理栄養士又は保健指導に閲する一

定の実務の経験摩有する看護師」刃’蕪cqe－e重爆旨§岳r保健師、管理栄養士J」」槍ゆe楚r保’

健師、管理栄養士、・保健指導に関する一定φ実務の経験を有する看護師」刃赫ゆ。

．済楓H贈1、1鴫1十くロ　　　　　　’　　　　　　　　唖組題趨斎く旺慧燈脚
　　　特定健康診査及び特定保健指導の実施に関する基準第17条の規定に基づき厚生労働大臣が定め

　　　る特定健康診査及び特定保健指導の実施に係る施設、運営、記録の保存等に関する基準

　特定健康診査及び特定保健指導の実施に関する基準（平成19年厚生労働省令第157号6以下τ実施

基準』という。〉第17条の規定に基づき厚生労働大臣が定める特定健康診査及び特定保健指導の実施に

係る施設・運甑記録の保存等に関する基準砥．特定健康診査（高齢者の医療の確保に関する法律（昭

和57年法律第80号。以下r法」という。）第18条第1項に規定する特定健康診査をいう。以下同じ。）の

実施については・第1に掲げる基準とし、特定保健指導・（同項に規定する特定保健指導をいう。以下

同じ。）の実施については、第2に掲げる基準とする。

、
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　　特定健康診査の実施に係る施設、運営、記録の保存等に関する基準

　　人員に関する基準　　　　　　　　　、
⑳　特定健康診査を適切に実施するために必要な医師、看護師等が質的及び量的に確保されてい
　　ること。

’｛2）常勤の管理者（特定健康診査を実施する施設において、特定健康診査に係る業務に付随する

　　事務の管理を行う者をいう。以下、この（2》において同じ。〉が置かれていること。ただし、事務

　　の管理上支障がない場合は、当該常勤の管理者は、特定健康診査を実施する施設の他の職務に．
　　従事レ．又は同一の敷地内にある他の事業所、施設等における職務に従事することができるも
　．のとする。

2　施設、設備等に関する基準
U）特定健康診査を適切に実施するために必要な施設及び設備等を有していること。

（2）検査や診察を行う際に、受診者のプライバシーが十分に保護される施設及び設備等が確保さ

　　れていること。

（3）救急時における応急処置のための体制が整っている二と。

（4）健康増進法．（平成14年法律第103号）第25条に規定する受動喫煙の防止措置が講じられてい

　　ること。

3　精度管理に関する基準
U）特定健康診査の項目について内部精度管理（特定健康診査を行う者が自ら谷う精度管理（特
　　定健康診査の精度牽適正に保つことをいう。以下同じ。）をいう。〉が定期的に行われ、検査値の

　　精度が保証されていること。
（21外部精度管理（特定健康診査を行う者以外の者が行う精度管理をいう。）を定期的に受け、検

　　査値の精度が保証されていること。

（3）特定健康診査の精度管理上の開題点があった場合に、適切な対応策が講じられるよう必要な

　　体制が整備されていること。
㈲　実施基準第1条第1項各号に掲げる項目のうち、検査の全部又は一部を外部に委託する場合

　　には、委託を受けた事業者において（1｝から（31までの措置が講じられるよう適切な管理を行うこ

　　と。

4　特定健康診査の結果等の情報の取扱いに関する基準

11）特定健康診査に関する記録を電磁的方法（電子的方式、磁気的方式その他人の知事によって
　　は認識することができない方式をいう。以下同じ。）により作成すること。

（21特定健康診査の結果の受診者への通知に関しては、当該受診者における特定健康診査の結果

　　の経年管理に資する形式により行われるようにすること。

（3｝特定健康診査に関する記録の保存及び管理が適切になされていること。

（4　法第30条に規定する秘密保持義務を遵守すること。

（51個人情報の保護に関する法律（平成15年法律第57号）及びこれに基づくガイドライン等を遵
　　守すること。

（6）特定健康診査の結果を保存する場合には、医療情報の安全管理（組織的、物理的、技術的、

　　人的な安全対策等）を徹底すること。

（7）特定健康診査の結果の分析等を行うため、特定健康診査の結果に係る情報を外部に提供する

　　場合には・分析等に当たり必要とされる情報の範囲に限って提供するとともに、提供に当たっ

　　ては・個人情報のマスキングや個人が特定できない番号の付与等により、当該個人情報を匿名
　　化すること。

5　運営等に関する基準
（1）特定健康診査の受診が容易になるよう、土日若しくは祝日又は夜間に特定健康診査を実施す

　　るなど・受診者の利便性に配慮し、特定健康診査の受診率を上げるよう取り組むこと。

｛21特定健康診査の実施者に必要な研修を定期的に行うこと等により、当該実施者の資質の向上

　　に努めること。

③　特定健康診査を適切かつ継続的に実施することができる財務基盤を有すること。

く41業務の一部を委託する場合には“委託先との契約に、この告示で定める基準に掲げる事項を

　　遵守することを明記すること。
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㈲運営についての重要事項として次に掲げる事項を記した規程を定め、当該規程の概要を、特

　定健康診査の受診者が容易に確認できる方法（ホrムページ上での掲載等）により｛幅広く周

　知すること。　・

ア　事業の目的及び運営の方針

イ　従業者の職種、員数及び職務の内容
ウ　特定健康診査の実施日及び実施時間

工特定健康診査の内容及び価格その他の費用の額
オ　事業の実施地域
力　緊急時における対応

キその他運営に関する重要事項
｛6）特定健康診査の実施者に身分を証する書類を携行させ、特定健康診査の受診者等から求めら

　れたときは、これを提示すること。

（7）特定健康診査φ実施者の清潔の保持及び健康状態について必要な管理を行うとともに、特定

　健康診査を行う施設の設備及び備品等について衛生的な管理を行うこと。

⑧虚偽又は誇大な広告を行わないこと。

⑨特定健康診査の受診者等からの苦情に迅速かつ適切に対応するために、砦情を受け付けるた’

　めの窓口を設置する等の必要な措置を講じるととも監苦鰺を受け付けた場合には、当該苦情
　の内容等を記録すること。

qo従業者及び会計に関する諸記録を整備すること。

　特定保健指導の実施に係る施設、運営、記録の保存等に関する基準

　人員に関する基準

（1）特定保健指導の業務を統括する者（特定保健指導を実施する施設において、動機付け支援（実

　施基準第7条第1項に規定する動機付け支援をいう。以下同嬬）及び積極的支援（実施基準第

　8条第1項に規定する積極的支援をいう。以下同じ。〉の実施その他の特定保健指導に係る業務

　全般を統括管理する者をいい、以下「統括者」という。）が、常勤の医師、保健師又は管理栄養

、士であること．　　㌧

③　常勤の管理者（特定保健指導を実施する施設において、特定保健指導に係る業務に付随する

　事務の管理を行う者をいう。以下この12｝において同じ。〉炉置かれていること。・ただし、事務の

　管理上支障がない場合は、当該常勤の管理者は、特定保健指導を行う施設の他の職務に従事し、

　又は同一の敷地内にある他の事業所、施設等．における職務に従事することができるものとする。

③　動機付け支援又は積極的支援において、初回の面接、特定保健指導の対象者の行動目標及び

　行動計画の作成並びに当該行動計画の実績評価（行動計画の策定の日から6月以上経過後に行
　う評価をいう。〉を行う者は、医師、保健師又は管理栄養士であること。

14）積極的支援において、積極的支援対象者（実施基準第8粂第2項に規定する積極的支援対象
　者をいう・以下同じ・）ごとに、特定保健指導支援計画の実施（特定保健指導の対象者の特定保・

　健指導支援計画の作成、．特定保健指導の対象者の生活習慣や行動の変化の状況の把握及びその

　評価、当該評価に基づいた特定保健指導支援計画の変更等を行うことをいう。）について統括的

　な責任を持つ医師、保健師又は管理栄養士が決められていること。、

⑤　動機付け支援又は積極的支援㊥プログラムのうち、動機付け支援対象者（実施基準第7条第

　2項に規定する動機付け支援対傘寿をいう。以下同じ．）又は積極的支援対象者に対する食生活

　に関する実践的指導は・医師、保健師、管理栄養士又は特定健康診査及び特定保健指導の実施

　に関する基準第7条第1項第2号及ぴ第8条第1項第2号の規定に基づき厚生労働大臣が定め

　る食生活の改善指導又は運動指導に関する専門的知識及び技術を有すると認められる者（平成

　20年厚生労働省告示第10号・以下「実践的指導実施者基準」という。〉第ユに規定する食生活の

　改善指導に関する専門的知識及び技術を有すると認められる者により提供されること。また、

　食生活に関する実践的指導を自ら提供する場合には、管理栄養士その他の食生活の改善指導に

　関する専門的知識及び技術を有すると認められる者を必要数碗保していることが望ましいこ
　と。
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㈲　動機付け支援又は積極的支援のプログラムのうち、動機付け支援対象者又は積極的支援対象

　者に対する運動に関する実践的指導は、医師・保健師・管理栄養士又は実践的指導実施者基準

　第2に規定する運動指導に関する専門的知識及び技術を有すると認められる者により提供され

　ること。また、運動｝こ関する実践的指導を自ら提供する場合には、運動指導に関する専門的知

　識及び技術を有すると認められる者を必要数確保していることが望ましいこと。

（7）動機付け支援又は積極的：支援のプログラムの内容に応じて、事業の委託先や他の健康増進施

　設等と必要な連携を図ること。　　　　　　　　　　　…
（8）特定保健指導実施者（実施基準第7条第1項第2号の規定に基づき、動機付け支援対象者に

　対し、生活習慣の改善のための取組に係る動機付けに関する支援を行う者又は実施基準第8条

　第1項第2号の規定に基づき、積極的支援対象者に対し、生活習慣の改善のための取組に資す
　　る働きかけを相当な期間継続して行う者をし】う。以下同じ。〉は、国、地方公共団体、保険者、

　　日本医師会、日本看護協会、日本栄養士会等が実施する一定の研修を修了していることが望ま．

　　しいこと。

⑨　特定保健指導の対象者が治療中の場合には、（4｝に規定する統括的な責任を持つ者が必要に応

　　じて当該対象者の主治医と連携を図ること。

2　施設、設備等に関する基準　　　　’．

U）特定保健指導を適切に実施するために必要な施設及び設備等を有していること。

（2）個別支援を行う際に、対象者のプライバシーが十分に保護される施設及び設備等が確保され

　　ている・こと。

131運動に関する実践的指導を行う場合には救急時における応急処置のための体制が整ってい

　　ること。

　（4）健康増進法第25条紅規定する受動喫煙の防止措置が講じられていること。

3　特定保健指導の内容に関する基準

　（D　特定健康診査及ぴ特室保健指導の実施に関する基準第7条第1項及び第8条第1項の規定に

　　基づき厚生労働大臣が定める特定保健指導の実施方法（平成20年厚生労働省告示第9号）に準

　　拠したものであり、科学的根拠に基づくとともに、特定保健指導の対象者の特性並びに地域及
　　び職域の詩性を考慮したものであること。

　（2｝最新の知見及び情報に基づいた支援のための材料、学習教材等を用いるよう取り組むこと。

　（3）個別支援を行う場合は、特定保健指導の対象者のプライバシーが十分に保護される場所で行

　　われること。

　㈱　特定保健指導を実施する年度中に、・特定保健指導を行った対象者から当該特定保健指導の内

　　容について相談があった場合は、相談に応じること。

　（51特定保健指導の対象者のうち特定保健指導を受けなかった者又は特定保健指導を中断した者

　　に対しては～特定保健指導の対象者本人の意思に基づいた適切かつ積極的な対応を図ること。’

4　特定保健指導の記録等の情報の取扱いに関する基準

　（D　特定保健指導に関する記録を電磁的方法により作成すること。
　（2｝特定保健指導に用いた詳細な質問票、タセスメント、具体的な指導の内容、フォローの状況

　　等を保存する場含には、これらを適切に保存し、管理すること。

　（3）法第30条に規定する秘密保持義務を遵守すること。

　㈲　｛固人憎報Φ保護に関する法律及びこれに基づくガイトライン等を遵守すること。

　（5）特定保健指導の結果を保存する場合には、医療情報の安全管理（組織的、物理的、技術的、
　　入印な安全対策等）を徹底することし

　｛6｝インタ」ネットを利用した支援を行う場合には、医療情報の安全管理（組織的、物理的、技

　　術的、人的な安全対策等）を徹底し、次に掲げる措置等を講じることにより、外部への情報漏
　　えい
　　洩、’不正アクセス、コンピュータ・ウイルスの侵入等を防止すること。

　　ア　秘匿性の確保のための適切な暗号化、通信の起点及び終点の識別のための認証並びにリ

　　　モートロダイン制限機能により安全管理を行うこと。

　イ　インターネット上で特定保健指導の対象者炉入手できる情報の性質に応じて、パスワード

　　を複数設けること（例えば、特定健康診査の結果（労働安全衛生法（昭和47年法律第57号〉

　　その他の法令に基づき行われる特定健康診査に相当する健康診断を含む。以下この⑧におい

　　て同じ。）のデータを含まなレ）ページにアクセスする場合には英数字のパスワードと’し、特定

　　健康診査の結果のデ」タを含むページにアクセスする場合には本人にしか知り得ない質問形

　　式のパスワードζすること等）。

　ウ　インタ」ネット上で特定健康診査の結果のデータを入手できるサービスを受けることにつ

　　いては、必ず本人の同意を得ること。

　工　本人の同意を得られない場合における特定健康診査の結果のデータは、インタ山ネット上

　　で特定健康診査の結果のデータを入手できるサービスを受ける者の特定健康診査の結果の

　　データとは別の場所に保存することとし、外部から物理的にアクセ禾できないようにするこ

　　と9　　　・
（71特定保健指導の結果の分析等を行うため、特定保健指導の結果に係る情報を外部に提供する

　場合には、分析等に当たり必要とされる情報の範囲に限って提供するとともに、提供に当たっ

　ては、個人情報のマスキングや個人が特定できない番号の付与等により’、当該個人情報を匿名

　化すること。　　　　　　　　’

5　運営等に関する基準　　　　・・　’　　　　　　　　　

’（1）特定保健指導の利用が容易になるよう、土日若しく』は祝日又は夜間に特定保健指導を実施す

　るなど、利用者の利便性に配慮し、特定保健指導の実施率を上げるよう取り組むこと。

②特定保健指導を行う際に、商品等の勧誘、販売等を行わないこと。また、特定保健指導を行

　　う地位を利用した不当な推奨、販売（商品等を特定保健指導の対象者の誤解を招く方法で勧め

　　ること等）等を行わないこと。　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

（3）特定保健指導実施者に必要な研修を定期的に行うこと等により・当該実施者の資質り向上に

　　努めること。

（4｝特定保健指導を適切かつ継続的に実施することができる財務基盤を有すること。

（5）業務の一部を委託する場合には、委託先との契約に、この告示で定める基準に掲げる事項を

　　遵守することを明記すること。

⑤運営についての重要事項として次に掲げる事項を記した規程を定め・当該規程の概要を・特

　　定保健指導の利用者が容易に確認できる方法（ホームページ上での掲載等）により、．幅広く周

　　知すること，

　　ア　事業の目的及び運営の方針
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　健指導を行う施設の設備及び備品等について衛生的な管理を行うこと。

⑨　虚偽又は誇大な広告を行わないこと。

⑳特定保健指導の利用者等からの苦情に迅速かつ適切に対応するために、．苦情を受け付けるた

　めの窓口を設置する等の必要な措置を講じるとともに、苦情を受け付けた場合には、当該苦情

　の内容等を記録すること。

鋤従業者及び会計に関する諸記録を整備すること。

統括者の氏名及び職種

従業者の職種、員数及び職務の内容

　特定保健指導の実施日及び実施時間

特定保健指導の内容及び価格その他の費用の額

　事業の実施地域

　緊急時における対応

　その他運営に閲する重要事項

特定保健指導実施者に身分を証する書類を携行させ、特定保健指導の利用者等から求められ

　　　　これを提示すること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

特定保健指導実施者の清潔の保持及び健康状態について必要な管理を行：うとともに、特定保




